










































































齢は，平均年齢が 71.10 歳，標準偏差は 4.64 であった。15 歳以下の孫・ひ孫との同居状況は，現在同
居している人が 11.7%，現在別居している人が 46.6%，過去に同居経験ありが 12.9%であった。健康状態は，










計 13 項目の設問により測定した。第一に，活動の頻度については，「活動が週 2･3 回と定期的に行う場




























































































世代間交流からの影響が有意であった “ ボランティア引き受け意向 ” すなわち従属変数上で示した条件
とは，『９）遊び相手になることを頼まれた』・『11）あなたの得意なスポーツを教えることを頼まれた』・
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